
女川地域の緊急時対応の主な改定項目（案）について 

 

○避難の円滑化 

・避難については、避難所受付ステーションを活用することとしていたが、昨年 10 月に
実施した宮城県原子力防災訓練の結果に基づき、避難支援アプリの活用を追加 

 

○海路避難経路の多重化 

・PAZ・準 PAZ内の住民等の海路避難については、鮎川港から石巻港を経路としていたが、
昨年 10 月に実施した宮城県原子力防災訓練の結果に基づき、鮎川港から塩釜港の経路
を追加（資料２①、②） 

 

○緊急搬送先の多重化 

・国の要員・資機材等の緊急搬送先については、仙台空港としていたが、昨年 2月に実施
した原子力総合防災訓練の結果に基づき、原則は航空自衛隊松島基地に変更（資料２ 
③） 

  

○冷却告示による 1号機の原子力災害対策重点区域の変更 

・女川原子力発電所 1号機の原子力災害対策重点区域については、PAZを概ね５ｋｍ圏内、
UPZを概ね 30ｋｍ圏内としていたが、令和３年５月１９日の冷却告示により、UPZを概
ね５ｋｍ圏内に変更 

 

○施設統廃合による一時集合場所等の見直し 

・避難行動要支援者等の一時集合場所については、牧浜・竹浜地区は東浜小学校、PAZ内
の一部は荻浜中学校となっていたが、施設の統廃合により、避難経路を含めて変更 

 

○避難退域時検査等場所候補地の追加 

・避難退域時検査等場所候補地については、全１８施設としていたが、宮城県地域防災計
画の改定に基づき、「鹿島台中央野球場」、「東松島市役所鳴瀬庁舎・小野市民センター・
小野地区体育館」、「加瀬沼公園」を追加し全２１施設に変更（資料２④） 

 

○原子力災害時における輸送体制等の連携強化 

・離島での海路避難等の船舶については、宮城県、女川町及び石巻市が手配することとし
ていたが、女川町、石巻市と民間船舶事業者との協定の締結により、その旨を追加 

 

○復旧復興事業の進捗に伴う避難経路の変更 

・沿岸部等の避難経路については、道路・橋りょう等の整備が進捗したことにより、新し
い避難経路に変更 

資料１ 



女川地域の緊急時対応の
改定案（一部）について

おながわ

資料２
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【凡例】
：女川町一時集合場所
：石巻市一時集合場所
：港
:臨時ﾍﾘﾎﾟｰﾄ

PAZ内における状況に応じた対応（案）

42

 自然災害等により予定していた経路による避難が実施できない場合は、迂回する陸路による避難

や海路等といった避難を実施。なお、東北電力においても、ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰを確保し空路避難を支援。

 いずれの避難もできない場合には、屋内退避を実施し、避難態勢が整い次第避難を実施。
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※ 石巻港への海路避難ができない
場合、塩釜港への避難を実施
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資料２①



準PAZ内（牡鹿半島）における状況に応じた住民の避難（案）

 放射性物質放出まで時間的猶予があり、県道2号又は県道220号が使用可能な場合には、陸路によ
る避難を実施。

 陸路による北上が不可能な場合は、鮎川港まで移動し海路避難を実施。海路避難が不可能な場合
は、屋内退避又は空路避難を実施。なお、東北電力においても、ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰを確保し空路避難を支援。
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資料２②



国の職員・資機材等の緊急搬送（案）

 施設敷地緊急事態発生の通報後、あらかじめ定められた100人程度の国の職員等を宮城県女川ｵﾌ
ｻｲﾄｾﾝﾀｰ及び宮城県に派遣。併せて必要な資機材の緊急搬送を実施。

 その後、状況に応じて追加要員及び資機材の緊急搬送を実施。

③ 松島基地

～ 宮城県女川ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ

ﾍﾘ（自衛隊） 約15分② 入間基地～松島基地
輸送機（自衛隊） 約1時間

いる ま

① 環境省・内閣府～入間基地
輸送車両の先導（警察）約1時間

いる ま

入間基地
いる ま

緊急輸送関係省庁
（警察庁、消防庁、国土交通省、
海上保安庁、防衛省）

必要に応じ輸送支援を依頼

輸送支援

原子力規制委員会・
内閣府

原子力事故対策本部

国の職員
必要な資機材等

ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ等

＜具体的な移動及び輸送支援のｽｷｰﾑ＞
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宮城県庁

宮城県女川ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ

せんだい まつしま
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おながわ

仙台空港※
せんだい
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まつしま
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※ 松島基地への緊急搬送ができ
ない場合、仙台空港への緊急
搬送を実施

資料２③



避難退域時検査場所候補地選定の考え方 参考６

 宮城県では、緊急時の避難を円滑に行うため、UPZ内人口や避難経路等を考慮し、避難元市町と各
避難退域時検査場所の対応付けを行ったうえで、候補地をあらかじめ準備。

避難退域時検査場所の候補地の設定（案）

（凡例）
：避難退域時検査場所（候補地）

検査場所 避難元等

① 南三陸町ｽﾎﾟｰﾂ交流村 南三陸町

② 登米総合体育館 女川町・石巻市・登米市

③ 迫川防災ｽﾃｰｼｮﾝ 登米市

④ 豊里運動公園 石巻市

⑤ 涌谷地区河川防災ｽﾃｰｼｮﾝ 涌谷町

⑥ 涌谷ｽﾀｼﾞｱﾑ 石巻市

⑦ 南郷体育館 石巻市・東松島市・美里町

⑧ 鷹来の森運動公園 石巻市・東松島市

⑨ 東松島市学校給食ｾﾝﾀｰ 東松島市

⑩ 野蒜市民ｾﾝﾀｰ 東松島市

⑪
東松島市役所鳴瀬庁舎・小野市
民ｾﾝﾀｰ・小野地区体育館

東松島市

⑫ 南三陸町歌津総合支所 予備

⑬ 中田総合体育館 予備

⑭ 美里町ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 予備

⑮ 大塩市民ｾﾝﾀｰ 予備

⑯ 河南体育ｾﾝﾀｰ 予備

⑰ 石巻市遊楽館 予備

⑱ 春日ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴﾘｱ（上り） 予備

⑲ 大郷町文化会館・自由広場 予備

⑳ 鹿島台中央野球場 予備

㉑ 加瀬沼公園 予備
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